
誤差の調合 
           ↑ 

影響の大きな誤差によりＳＮ比をみたいが 

実験規模は大きくしたくない 

Ｎ２： 結果を大きくする誤差因子の組合せ 

Ｎ１： 結果を小さくする誤差因子の組合せ 
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信号 Ｍ１ Ｍ２ ‥‥ Ｍｋ 線形式 

Ｎ１ 

Ｎ１ 

： 

Ｎｎ 

ｙ１1 

ｙ１1 

： 

ｙｎ１ 

ｙ1２ 

ｙ1２ 

： 

ｙｎ２ 

‥‥ 

‥‥ 

： 

‥‥ 

ｙ1ｋ 

ｙ1ｋ 

： 

ｙｎｋ 

Ｌ１＝Ｍ１×ｙ１１＋Ｍ２×ｙ１２＋‥‥＋Ｍｋ×ｙ１ｋ 

Ｌ２＝Ｍ１×ｙ２１＋Ｍ２×ｙ２２＋‥‥＋Ｍｋ×ｙ２ｋ 

 

Ｌ１＝Ｍ１×ｙｎ１＋Ｍ２×ｙｎ２＋‥‥＋Ｍｋ×ｙｎｋ 

𝑆𝑇 = 𝑦11
2 + ⋯ ⋯ + 𝑦𝑛𝑘

2   　　　 𝑓 = 𝑛𝑘  

𝑺𝜷 =
𝐿2

𝑛𝑟
=

𝐿1+𝐿2+⋯⋯+𝐿𝑘
2

𝑛 𝑀1
2+𝑀2

2+⋯⋯+𝑀𝑘
2   𝑓 = 1  

𝑺𝑵×𝜷 =
𝐿1

2+𝐿2
2+⋯⋯+𝐿𝑛

2

𝑟
− 𝑆𝛽      𝑓 = 𝑛 − 1  

𝑺𝒆 = 𝑆𝑇 − 𝑆𝛽 − 𝑺𝑵×𝜷                   𝑓 = 𝑛(𝑘 − 1 ) 

𝑺𝑵 = 𝑺𝑵×𝜷 + 𝑺𝒆                          𝑓 = 𝑛𝑘 − 1  

𝜂 = 10𝑙𝑜𝑔

1
𝒏𝑟 𝑺𝜷 − 𝑽𝒆

𝑉𝑁
 

Source 𝒇 𝑺 𝑽 

𝜷 1 𝑺𝜷 𝑉𝛽  

𝑵 × 𝜷 𝑛 − 1 𝑺𝑵×𝜷 𝑉𝑁×𝛽  

𝒆 𝑛(𝑘 − 1) 𝑺𝒆 𝑽𝒆 

𝑻 𝑛𝑘 𝑆𝑇 

𝑵  (𝑛𝑘 − 1) (𝑺𝑵) (𝑽𝑵) 

n=2のとき 

𝑺𝑵×𝜷 =
𝐿1−𝐿2

2

2𝑟
    (𝑓 = 1) 

誤差因子の数　𝒏 




